
　椿町の金谷天満宮の秋季例祭「天神祭り」は、藩政時代から
夏の住吉祭りとともに城下町萩の二大祭礼の一つとして親しま
れ、毎年 11 月の第２土曜・日曜日に執り行われています。
　かつて「天神祭りにはミゾレが降る」と言われ、11 月 15・
16 日、それ以前に旧暦の 10 月に行われていた頃には実際にミ
ゾレや雪が降っていましたが、現在では天神祭りは、萩地域の
人たちにとってコタツを出す目安となっています。
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日本海

←玉江大橋

白水山

萩・三隅道路（山陰道）の
航空写真

△人気・応援ナンバー１、
石川佳純選手

萩
市
椿
と
長
門
市
三
隅
中
の
間
で

整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
「
萩
・

三
隅
道
路
」（
15
・
２
㎞
）
の
明
石
Ｉ

Ｃ
〜
萩
Ｉ
Ｃ
が
完
成
し
、
９
月
23
日
に

全
線
開
通
し
ま
し
た
。
自
動
車
専
用
道

路
で
通
行
は
無
料
。

　

５
月
の
「
小
郡
萩
道
路
」
の
開
通
に

続
い
て
の
完
成
。
10
月
の
山
口
国
体
を

前
に
、
萩
周
辺
の
道
路
が
整
備
さ
れ
、

萩
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
格
段
に
向
上
し
、

周
辺
地
域
と
あ
わ
せ
た
観
光
振
興
や
地

域
活
性
化
等
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

萩
・
三
隅
道
路
（
開
通
に
伴
い
「
山

陰
道
」
に
変
更
）
は
、
平
成
４
年
か
ら

整
備
に
取
り
組
み
、
足
掛
け
20
年
で
完

成
。
平
成
20
年
に
三
隅
Ｉ
Ｃ
〜
三
見
の

明
石
Ｉ
Ｃ
の
7.1
㎞
が
開
通
し
、
翌
21
年

に
市
内
７
か
所
目
の
道
の
駅
「
萩
・
さ

ん
さ
ん
三
見
」
が
オ
ー
プ
ン
。
今
回
途

中
に
三
見
Ｉ
Ｃ
を
設
け
、
萩
Ｉ
Ｃ
ま
で

の
8.1
㎞
が
開
通
し
ま
し
た
。

　

全
線
開
通
に
よ
り
萩
・
長
門
市
役
所

間
の
所
要
時
間
は
５
分
短
縮
さ
れ
約
31

分
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
鎖

く
さ
り
だ
お
垰
に
代

表
さ
れ
る
従
来
の
国
道
１
９
１
号
は
、

勾
配
が
き
つ
く
急
な
カ
ー
ブ
が
連
続
す

る
山
越
え
の
道
路
で
、
死
傷
事
故
率
が

全
国
値
を
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回

の
開
通
で
走
行
性
の
向
上
や
交
通
事
故

の
大
幅
な
減
少
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

国
は
山
陰
自
動
車
道
と
し
て
鳥
取
市

〜
下
関
市
の
全
長
３
８
０
㎞
の
整
備
を

計
画
し
て
お
り
、
今
回
の
萩
・
三
隅
道

路
は
山
口
県
内
１
１
５
㎞
で
唯
一
の
開

通
。

　

市
で
は
、
萩
の
東
方
面
に
つ
な
が
る

萩
〜
益
田
間
の
早
期
整
備
、
山
陰
自
動

車
道
の
早
期
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

山口県、悲願の天皇杯獲得 世界トップレベルの技が萩で繰り広げられる
　

今
国
体
、注
目
度
ナ
ン
バ
ー
１
競
技
。

来
年
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表

の
石
川
佳か

す
み純

選
手
（
山
口
市
出
身
、
世

界
ラ
ン
ク
７
位
）
と
、
こ
れ
ま
た
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
代
表
の
岸
川
聖せ

い
や也

選
手
（
同

18
位
）
が
山
口
県
チ
ー
ム
と
し
て
出
場

す
る
と
あ
っ
て
、
会
場
の
市
民
体
育
館

　

柔
道
競
技
は
５
人
１
チ
ー
ム
の
団
体

戦
。
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
１
０
０
㎏

超
級
で
金
メ
ダ
ル
獲
得
の
鈴
木
桂け
い
じ治
選

手
が
東
京
都
チ
ー
ム
と
し
て
出
場
し
、

見
事
準
優
勝
。

　

地
元
山
口
県
か
ら
は
、
昨
年
の
世
界

柔
道
選
手
権
大
会
１
０
０
㎏
超
級
で
優

勝
し
た
上

か
み
か
わ川

大だ
い
き樹

選
手（
山
口
市
出
身
）

が
出
場
。
チ
ー
ム
が
初
戦
で
敗
退
し
鈴

三
見
Ｉ
Ｃ

明
石
Ｉ
Ｃ

萩
Ｉ
Ｃ

三
隅
Ｉ
Ｃ

今回開通 8.1㎞

➡
長
門
市

萩
　
市

➡

7.1㎞

は
入
場
整
理
券
を
出
す
ほ
ど
長
蛇
の
列

が
で
き
、
連
日
立
ち
見
の
満
席
。

　

石
川
選
手
を
擁
す
る
成
年
女
子
チ
ー

ム
は
残
念
な
が
ら
準
々
決
勝
で
敗
れ
５

位
で
し
た
が
、
岸
川
選
手
の
成
年
男
子

チ
ー
ム
は
、
見
事
優
勝
。
世
界
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
攻
防
、
山
口
県
の
活
躍
に
会

場
は
興
奮
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

△カヌー佐々木智美選手と
国体マスコットのちょるる

時
間
短
縮
、

交
通
の
安
全
性
が
向
上

今
後
の
山
陰
道
整
備
に
向
け
て

柔
道
、
迫
力
の
力
技

卓
球
、
世
界
の
技
に
魅
了

※各会場の写真は、萩市
ホームページに掲載してい
ますので、ご覧ください。
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△一本勝ちした萩高校３年の木村翔真選手（少年男子）

△ダムや森に囲まれ景観をいかしたカヌー場

　

川
上
の
阿
武
川
ダ
ム
直
下
の
カ
ヌ
ー

競
技
場
が
会
場
で
、「
流
量
が
調
節
で

き
、
景
観
が
素
晴
ら
し
い
国
内
屈
指
の

カ
ヌ
ー
場
」
と
大
会
関
係
者
。

　

萩
か
ら
は
４
選
手
が
８
部
門
に
出
場

し
、
２
位
を
最
高
に
７
部
門
で
入
賞
。

日
頃
か
ら
練
習
す
る
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
大
活
躍
し
ま
し
た
。

米
国
大
使
館
ナ
ン
バ
ー
２
が
萩
を
旅
し
た
魅
力
を
ブ
ロ
グ
で
紹
介

が
初
め
て
会
津
若
松
市
を
訪
問

ア
メ
リ
カ
大
使
館
ナ
ン
バ
ー
２
の

ジ
ム
・
ズ
ム
ワ
ル
ト
首
席
公
使

が
、
今
年
の
夏
、
萩
の
城
下
町
を
旅
し

た
思
い
出
を
、
大
使
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
公
式
ブ
ロ
グ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
「
山
口
県
萩
市
。
私
は
先
日
、
日
本

海
沿
岸
に
佇
む
、
こ
の
絵
の
よ
う
に
美

し
い
城
下
町
を
訪
れ
、
素
晴
ら
し
い
ひ

福
島
第
一
原
発
の
風
評
被
害
で
観

光
客
が
減
る
会
津
若
松
市
は
、

現
在
そ
の
払
拭
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
７
月
に
来
萩
し
た
菅か

ん
け家

一

郎
前
会
津
若
松
市
長
の
「
安
全
な
会
津

に
お
越
し
く
だ
さ
い
」
と
の
要
請
に
応

え
、
10
月
26
日
萩
市
民
号
55
人
が
、
会

津
若
松
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。
市
民
号

は
萩
ゆ
か
り
の
地
を
訪
れ
る
も
の
で
、

会
津
若
松
市
は
初
め
て
の
訪
問
で
す
。

　

室む
ろ
い井

照し
ょ
う
へ
い平

会
津
若
松
市
長
（
８
月

就
任
）
は
「
今
日
の
会
が
両
市
の
交
流

に
つ
な
が
れ
ば
幸
い
で
す
」、
野
村
萩

市
長
は
「
次
の
世
代
が
展
望
を
開
け
る

関
係
を
作
り
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

1位 山口 2220.5
2位 東京 2053.5
3位 愛知 1953.33

■天皇杯得点（平成23年）

　

昭
和
38
年
の
天
皇
杯
・
皇
后
杯
は
東

京
都
が
獲
得
し
、
開
催
県
の
山
口
県
は

わ
ず
か
0.4
点
差
（
天
皇
杯
）
で
２
位
。

そ
の
後
、
天
皇
杯
至
上
主
義
に
疑
問
を

呈
し
た
２
０
０
２
年
の
高
知
県
を
除
い

て
、
開
催
県
が
連
続
し
て
天
皇
杯
を
獲

得
。
山
口
県
は
天
皇
杯
を
獲
得
し
た
こ

と
の
な
い
数
少
な
い
県
の
１
つ
で
し
た

が
、
48
年
後
の
今
大
会
、
悲
願
の
天
皇

杯
・
皇
后
杯
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
38
年
の
国
体
に
あ
わ
せ

た
道
路
整
備
で
は
、
県
道
や
国
道
の

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
色

を
夏
み
か
ん
に
ち
な

ん
だ
黄
色
に
原
則
統

一
し
ま
し
た
。
今
も

黄
色
の
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
は
残
り
、
懐
か
し

い
方
も
多
い
の
で
は
。

　

萩
ス
タ
ジ
ア
ム
を
舞
台
に
６
試
合
を

開
催
。
山
口
県
人
に
は
お
馴
染
み
の
宇

部
商
卒
が
主
力
の
山
口
県
チ
ー
ム
は
、

準
々
決
勝
で
昨
年
優
勝
の
京
都
府
チ
ー

ム
に
延
長
10
回
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
で
し
た
。

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
」
か
ら
萩
の
旅

日
記
は
ス
タ
ー
ト
。
藍
場
川
や
菊
屋
横

町
を
訪
れ
、
感
じ
た
こ
と
、
出
会
っ
た

人
と
の
思
い
出
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ブ
ロ
グ
で
は
「
藍
場
川
と
桂
太
郎
旧

宅
」「
知
の
力
」「
萩
城
の
セ
ミ
」「
旅

の
出
会
い
」
と
、
８
〜
９
月
に
４
回
に

か
け
て
連
載
し
て
い
ま
す
。
米
国
首
席

公
使
が
感
じ
た
萩
。
読
み
応
え
が
あ
り

ま
す
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
「
ア
メ
リ
カ
大
使

館
」
で
検
索
し
「
首
席
公
使
の
ブ
ロ
グ
」

へ
。
ま
た
は
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
スhttp://

japanese.japan.usem
bassy.gov/

　

市
民
号
は
、
会
津
藩
校
日に

っ
し
ん
か
ん

新
館
や

鶴
ヶ
城
な
ど
を
訪
問
。
白
虎
隊
が
自
刃

し
た
飯い

い
も
り
や
ま

盛
山
で
は
、
隊
士
の
墓
前
に
野

村
市
長
が
献
花
し
、
市
民
号
の
参
加
者

全
員
が
手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。

　
「
水
も
空
気
も
農
産
物
も
安
全
で
、

安
心
し
て
観
光
に
お
い
で
く
だ
さ
い
」

と
会
津
若
松
市
。
戊
辰
戦
争
の
し
こ
り

が
今
な
お
残
る
と
さ
れ
る
両
市
で
す
が
、

萩
市
は
震
災
後
す
ぐ
２
２
５
０
万
円
の

義
援
金
や
多
く
の
支
援
物
資
を
届
け
ま

し
た
。
ま
た
、
経
済
団
体
や
市
民
団
体
、

萩
高
校
と
会
津
高
校
の
合
唱
部
の
よ
う

に
、
草
の
根
交
流
が
両
市
で
進
み
つ
つ

あ
り
ま
す
。

軟
式
野
球
、
萩
ス
タ
ジ
ア
ム

が
舞
台

カ
ヌ
ー
、
川
上
の
阿
武
川
特

設
カ
ヌ
ー
競
技
場
で
開
催

山
口
県
、
悲
願
の
天
皇
杯

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
夏
み
か
ん

の
黄
色
に

木
選
手
と
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
対
決
は
見
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
世
界
ト
ッ
プ
の

力
と
技
の
迫
力
に
会
場
は
魅
了
さ
れ
ま

し
た
。

　

萩
か
ら
も
少
年
部
門
に
、
３
選
手
が

出
場
。
地
元
萩
の
大
応
援
に
後
押
し
さ

れ
大
健
闘
し
ま
し
た
。

萩
市
民
号 「

萩
を
舞
台
に
し
た
松
陰
の
悲
劇
的
な
短
い

生
涯
に
思
い
を
は
せ
、
知
の
力
に
対
す
る
認

識
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
良
き
師
は
説
明
し

て
く
れ
る
も
の
で
す
が
、
偉
大
な
師
は
刺
激

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
松
陰
は
自
ら
の
知
の

力
で
、
門
下
生
に
刺
激
を
与
え
た
の
で
す
」

白虎隊の墓前に花を手向けました
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幕
末
の
激
動
期
、
広
い
知
見
と
深
い

洞
察
力
で
維
新
回
天
を
先
駆
け
た
吉
田

松
陰
は
、“
知
行
合
一
の
人
〟
と
し
て

今
な
お
多
く
の
人
々
の
心
を
捉
え
て
い

ま
す
。

　

燃
え
立
つ
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

「
学
び
」「
考
え
」「
歩
き
」「
語
り
」「
書

き
残
し
た
」
30
年
と
い
う
短
い
人
生
の

軌
跡
は
、
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
私
た
ち

に「
人
間
そ
の
も
の
と
社
会
の
有
り
様
」

を
考
え
さ
せ
ま
す
。

　

松
陰
は
あ
る
種
「
書
き
魔
」
で
し
た

か
ら
、
在
野
、
獄
中
を
問
わ
ず
処
刑
さ

れ
る
最
後
の
最
後
ま
で
筆
を
握
っ
て
い

ま
す
。
な
か
で
も
“
身
は
た
と
ひ
武
蔵

の
野
辺
に
朽
ち
ぬ
と
も　

留
め
お
か
ま

し
大
和
魂
〟の
詩
文
を
そ
え
た
遺
書「
留

魂
録
」
や
武
士
の
自
己
規
範
を
述
べ
た

「
士
規
七
則
」
は
心
に
残
り
ま
す
。

　
「
士し

き規
七し

ち
そ
く
則
」
は
安
政
２
年
（
１
８
５

５
）
松
陰
26
歳
の
と
き
叔
父
で
師
で
も

あ
る
玉
木
文
之
進
の
求
め
で
、
そ
の
嫡

子
彦
介
の
た
め
に
書
き
贈
っ
た
も
の
で
、

「
武
士
・
人
と
し
て
の
心
構
え
」
を
七

つ
の
項
目
で
示
し
て
い
ま
す
。
松
陰
の

思
想
の
凝
縮
で
あ
る
と
と
も
に
教
育
の

指
標
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

士
規
七
則
の
要
点
は
“
立
志
〟“
択

友
〟“
読
書
〟
の
三
端
で
、
曰
く
「
志

を
立
て
て
以
て
万
事
の
源
と
為
す
。
交

を
択
（
え
ら
び
）
て
以
て
仁
義
の
行
を

輔
く
。
書
を
読
み
て
以
て
聖
賢
の
訓
を

稽
（
か
ん
が
）
ふ
」
と
三
要
素
の
重
要

さ
を
説
い
て
い
ま
す
。

　

玉
木
彦
介
は
慶
応
元
年
、
高
杉
晋
作

ら
が
主
導
し
た
藩
論
統
一
運
動
に
参
加

し
、
大
田
絵
堂
の
戦
い
で
“
義
〟
の
た

め
に
散
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
物
質
文
明
を
謳
歌
し
て
い

ま
す
が
、
逆
に
心
の
空
疎
と
荒
廃
が
強

く
指
摘
さ
れ
、
む
し
ろ
心
の
闇
は
あ
の

時
代
よ
り
深
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
か
ら
１
５
０
年
ほ
ど
も
前
の
松
陰

の
教
え
は
、
今
な
お
陳
腐
に
化
す
こ
と

な
く
私
た
ち
の
心
に
響
き
ま
す
。
士
規

七
則
は
、
県
立
萩
高
校
の
校
庭
の
石
碑

に
刻
ま
れ
、
校
訓
と
し
て
若
い
人
々
の

心
の
成
熟
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

安
岡
正ま
さ
ひ
ろ

篤
は
、
東
洋
古
典
の
偉
大
な

碩
学
と
し
て
、
ま
た
陽
明
学
の
第
一
人

者
と
し
て
、
そ
の
教
え
や
著
作
は
広
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
安
岡
は
明
治
31
年

（
１
８
９
８
）大
阪
で
生
ま
れ
、
東
京
大

学
政
治
学
科
に
学
び
、
終
世
ど
こ
に
も

勤
め
る
こ
と
な
く
、
ひ
た
す
ら
東
洋
思

想
の
研
究
に
励
み
ま
し
た
。

　

若
く
し
て
「
王
陽
明
研
究
」
や
「
日

本
精
神
の
研
究
」
な
ど
を
著
し
、
さ
ら

に
は
「
金
鶏
学
院
」
な
ど
を
設
立
し
て

青
壮
年
者
の
訓
育
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
を
賄
う
資
金
は
、
安
岡
の
弟

子
た
ち
で
も
あ
っ
た
旧
華
族
や
実
業
家

た
ち
が
「
是
非
に
」
と
喜
ん
で
拠
出
し

た
と
い
い
ま
す
か
ら
驚
き
で
す
。

　

先
の
大
戦
の
終
戦
の
詔
書
の
草
稿
に

朱
を
入
れ
「
万
世
の
為
に
、
太
平
を
開

か
む
と
欲
す
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
入

れ
た
こ
と
や
戦
後
も
吉
田
茂
、
岸
信
介
、

佐
藤
栄
作
ら
歴
代
総
理
大
臣
が
師
と
仰

い
で
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
近
年
は
、
元
号
「
平
成
」
の
考
案

者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
「
平
成
」
の
出
典
は
“
書
経
〟“
春
秋

左
氏
伝
〟“
史
記
〟
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
「
地
平
か
に
天
成
り
、
内
平
か
に
外

成
る
」
か
ら
採
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

　

熟
年
の
人
な
ら
元
号
発
表
の
記
者
会

見
で
、“
平
成
〟
と
書
か
れ
た
色
紙
を

か
ざ
し
た
当
時
の
小
渕
恵
三
官
房
長
官

の
顔
が
思
い
出
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

戦
後
、
安
岡
の
教
義
に
接
し
た
い
と

設
立
さ
れ
た
「
師
友
協
会
」
は
、
安
岡

の
生
前
は
も
と
よ
り
昭
和
58
年
に
安
岡

が
亡
く
な
っ
た
後
も
「
微
か
な
り
と
も

自
ら
一
灯
と
な
っ
て
、
一
隅
を
照
ら
そ

う
」
と
い
う
安
岡
の
「
一
灯
照
隅
・
万

灯
照
国
」
の
啓
発
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
安
岡
正
篤
が
吉
田
松
陰
を

崇
敬
し
て
い
た
こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

日
本
の
儒
学
は
、
徳
川
幕
府
が
御
用

学
と
し
た
朱
子
学
派
、
政
治
制
度
の
探

求
に
努
め
た
徂
徠
学
派
、
知
行
合
一
を

唱
え
た
陽
明
学
派
な
ど
が
中
心
で
し
た
。

松
陰
と
安
岡
は
時
代
は
ズ
レ
ま
す
が
、

と
も
に
陽
明
学
派
な
の
で
す
。

　

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
安
岡
は
松
陰

研
究
家
で
も
あ
り
松
陰
を
尊
敬
し
て
い

ま
し
た
。
日
頃
の
講
義
の
際
に
も
「
人

を
離
れ
て
事
は
な
い
」「
一
国
の
興
亡

は
人
物
の
有
無
に
よ
る
」
等
松
陰
の
教

え
の
中
か
ら
の
引
用
を
し
ば
し
ば
口
に

し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
安
岡
が
名
付
け
た
「
師
友
協

会
」
は
、松
陰
が
著
し
た
「
士
規
七
則
」

の
第
六
則
「
徳
を
成
し
、
材
を
達
す
る

に
は
、
師
の
恩
、
友
の
益
多
き
に
居
る
。

故
に
、君
子
は
交
遊
を
慎
む
」か
ら
採
っ

た
と
い
い
ま
す
。

　
「
人
は
師
あ
り
友
あ
っ
て
、
初
め
て

能
く
自
己
を
知
り
自
己
を
造
る
こ
と
が

で
き
る
。
師
な
く
、
友
な
く
し
て
、
世

に
誠
の
事
業
は
な
い
。
人
は
師
友
を
、

現
世
に
は
勿
論
之
を
古
人
に
求
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
吉
田
松
陰
の

考
え
に
い
た
く
感
銘
し
た
か
ら
だ
と
述

聞きかじり歴史散歩 ２

吉田松陰

安岡正篤（まさひろ）

（1830 〜 1859）

（1898 〜 1983）
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べ
て
い
ま
す
。

　

萩
が
生
ん
だ
偉
大
な
改
革
者
吉
田
松

陰
の
心
は
、
陽
明
学
者
安
岡
正
篤
が
主

宰
し
た
師
友
協
会
を
介
し
て
今
に
生
き
、

今
日
も
ま
た
全
国
各
地
の
研
修
会
等
で

意
識
あ
る
人
々
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

師
友
協
会
の
研
修
会
で
は
、
萩
博
物
館

の
一
坂
太
郎
特
別
学
芸
員
も
何
度
か
講

師
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

安
岡
は
最
晩
年
、
細
木
数
子
女
史
と

の
“
結
婚
誓
約
書
事
件
〟
で
世
間
を
騒

が
せ
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
安
岡
の
学

問
的
尊
厳
は
揺
る
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

筆
者
は
、
平
成
３
年
か
ら
３
年
ほ
ど

虎
ノ
門
の
教
育
会
館
で
開
か
れ
て
い
た

安
岡
学
研
究
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
安
岡
先
生
の
講
義
録
の
解
説
や
講

話
の
録
音
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
師
友
協
会
の
情
報
誌
も
手
に
し
ま
し

た
が
、“
師
友
〟
の
原
典
や
松
陰
先
生

と
安
岡
先
生
と
の
深
い
関
わ
り
は
全
く

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
萩
に
住
み
知
友

諸
兄
か
ら
学
ぶ
に
つ
け
、
そ
の
縁
の
不

思
議
に
驚
い
て
い
ま
す
。

（
高
木
正
熙　

エ
ッ
セ
イ
ス
ト　

日
本

ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
）

士規七則（個人蔵）

参
考
―
―
「
安
岡
正
篤
語
録
集
」（
関

西
師
友
協
会
）「
吉
田
松
陰
」（
山
口
県

教
育
会
）「
安
岡
正
篤
の
真
実
」（
塩
田

潮
）「
士
規
七
則
」（
阿
武
博
道
）

士規七則の碑（萩高校舎の中庭）
大正４年建立、萩中学校の校訓

△主催者の梅地会長と御家族

絶好のサーフィン日和。
テクニックを披露するサーファー

金額 件数
22年度 1685万6000円 707件
21年度 3044万1000円 467件
20年度 1350万2500円 490件
累計 6079万9500円 1664件

ふるさと寄付実績

　

平
成
20
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
国
の

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」。
平
成
22
年
度

に
萩
市
に
寄
せ
ら
れ
た
ふ
る
さ
と
寄
付

は
、
件
数
は
過
去
最
高
の
７
０
７
件
、

金
額
は
１
６
８
５
万
６
０
０
０
円
で
し

た
。
３
年
間
の
累
計
は
６
０
０
０
万
円

を
超
え
ま
し
た
。
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
萩
へ
の
応
援
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
応
援
し
た
い
自
治
体
に
寄

付
す
る
こ
と
で
、
居
住
地
の
住
民
税
が

軽
減
さ
れ
る
制
度
。
さ
ら
に
、
今
年
６

月
の
地
方
税
制
改
正
に
よ
り
、
寄
付
金

の
自
己
負
担
額
が
５
０
０
０
円
か
ら
２

０
０
０
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
寄
付
者

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
市
外
の
方
で
１
万
円
以
上
寄

付
さ
れ
た
場
合
、
感
謝
の
気
持
ち
と
し

て
、
ふ
る
さ
と
の
特
産
品
を
お
贈
り
し

て
い
ま
す
。
人
気
の
特
産
品
は
海
産
物

の
干
物
セ
ッ
ト
、
桃
（
小
川
産
）、
維

新
伝
心
米
（
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
管
内

産
）
な
ど
で
す
。

　

萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
は
、
会
員
の

皆
様
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
様
に
、

ふ
る
さ
と
萩
の
発
展
の
た
め
、
ふ
る
さ

と
寄
付
で
、「
頑
張
る
萩
」
も
ご
支
援

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

萩
市
企
画
課
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１

０
２
）w

w
w

.city.hagi.lg.jp/kifu/

　

第
８
回
清
ヶ
浜
サ
ー
フ
ィ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
（
主
催
：
阿
武
・
萩
サ
ー
フ
ィ
ン

協
会
、
梅
地
諭
史
会
長
、
他
会
員
20
人
）

が
、
10
月
16
日
に
鳴
き
砂
の
浜
・
清
ヶ

浜
海
水
浴
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県

内
の
サ
ー
フ
ァ
ー
30
人
が
、
ス
ペ
シ
ャ

ル
・
オ
ー
プ
ン
の
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
、

技
・
ス
ピ
ー
ド
を
競
い
ま
し
た
。

　

主
催
者
の
梅
地
会
長
（
25
歳
）
は

「
私
自
身
も
高
校
１
年
か
ら
サ
ー
フ
ィ

ン
を
初
め
て
今
年
で
10
年
目
、
清
ヶ
浜

は
、
波
も
良
く
、
き
れ
い
な
海
で
す
。

サ
ー
フ
ィ
ン
を
通
し
て
、
阿
武
町
を
若

者
が
集
ま
る
町
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
に
も
、
気

軽
に
サ
ー
フ
ィ
ン
が
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
、
道
の
駅
「
阿
武
町
」
の
温
水

プ
ー
ル
で
サ
ー
フ
ィ
ン
教
室
を
開
催
し

て
み
た
い
で
す
ね
。
阿
武
町
か
ら
プ
ロ

の
サ
ー
フ
ァ
ー
を
出
し
た
い
で
す
ね
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

阿武町
707件 

1,685万6,000円
22年度
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今
年
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
。
東

京
・
渋
谷
に
あ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
建
物
も

大
き
な
揺
れ
に
襲
わ
れ
た
。
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
９
・
０
。
発
生
直
後
か
ら
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
は
緊
急
ニ
ュ
ー
ス
に
切

り
替
え
ら
れ
る
。
東
日
本
各
地
に
撮

影
用
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
飛
び
立
つ
。

次
々
に
送
ら
れ
て
く
る
地
震
の
被
害
映

像
、
そ
こ
に
目
を
疑
う
映
像
が
届
く
。

津
波
だ
。
文
字
通
り
波
が
街
を
丸
ご
と

飲
み
込
ん
で
い
く
。
そ
し
て
そ
の
津
波

は
太
平
洋
岸
の
原
子
力
発
電
所
も
襲
っ

た
の
だ
っ
た
。

　

私
は
長
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
原
発
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
の
担
当
を
し
て
き
た
。
地

震
発
生
か
ら
一
時
間
余
り
。
突
然
、
東

京
電
力
福
島
第
一
原
発
の
１
号
機
、
２

号
機
、
３
号
機
で
「
10
条
通
報
」
が

発
令
さ
れ
た
と
の
情
報
。「
10
条
通
報
」

と
い
う
の
は
、
原
発
事
故
の
危
険
を
示

す
事
前
の
警
報
の
ひ
と
つ
。
さ
ら
に
続

い
て
、
そ
れ
よ
り
も
上
の
「
警
報
」
が

発
せ
ら
れ
た
。

　

津
波
が
襲
っ
て
電
源
が
失
わ
れ
た
と

い
う
こ
と
ま
で
は
わ
か
っ
た
の
だ
が
、

原
子
炉
が
ど
う
い
う
状
況
か
情
報
が
散

発
で
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
そ
し
て
、
午

後
７
時
03
分
、
と
う
と
う
総
理
大
臣

が
「
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
」
を
発
令
。

そ
の
後
矢
継
ぎ
早
に
屋
内
退
避
、
避
難

命
令
が
出
さ
れ
る
事
態
と
な
る
の
で
あ

る
。
未
曾
有
の
原
発
事
故
が
起
き
た
の

だ
。
こ
の
日
か
ら
、
私
は
４
月
半
ば
ま

で
の
１
か
月
余
り
ほ
と
ん
ど
毎
日
、
ス

タ
ジ
オ
で
の
解
説
に
臨
ん
だ
。

　
「
ベ
ン
ト
っ
て
な
ん
で
す
か
？
」

「
シ
ー
ベ
ル
ト
の
単
位
の
意
味
が
わ
か

り
ま
せ
ん
」。
専
門
用
語
が
多
い
原
発
。

ど
れ
だ
け
わ
か
り
や
す
く
紐
解
く
こ
と

が
で
き
る
か
、
図
表
な
ど
用
い
て
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
す
。
ま
た
「
放
射
線
か

ら
ど
う
身
を
守
れ
ば
い
い
の
で
す
か
」

「
屋
内
退
避
や
避
難
の
仕
方
を
教
え
て

く
だ
さ
い
」。
切
羽
詰
っ
た
質
問
が
届

く
。
地
震
被
害
で
通
信
状
態
の
悪
化
が

広
範
囲
に
続
い
た
こ
と
も
十
分
な
情
報

が
届
か
な
い
要
因
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。

連
絡
が
つ
く
専
門
家
や
関
係
者
に
取
材

を
続
け
、
で
き
る
限
り
集
め
た
情
報
で

最
大
限
伝
え
ら
れ
る
こ
と
を
言
葉
に
し

て
い
く
。
連
日
の
ス
タ
ジ
オ
を
振
り
返

る
と
今
で
も
身
が
す
く
む
。
伝
え
る
こ

と
の
大
切
さ
、
そ
し
て
難
し
さ
を
改
め

て
思
う
。

　

７
か
月
た
っ
た
今
も
東
京
電
力
の
会

見
は
毎
日
続
い
て
い
る
。
放
射
性
物
質

の
放
出
は
か
な
り
減
っ
た
が
、
原
発
の

復
旧
作
業
は
ま
だ
道
半
ば
だ
。
何
を
ど

う
視
聴
者
に
伝
え
て
い
く
べ
き
か
、
前

向
き
な
試
行
錯
誤
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

　

話
は
変
わ
る
が
、
寄
稿
を
依
頼
さ
れ

た
と
き
、
私
は
ぜ
ひ
と
も
書
き
た
い
こ

と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ふ
る
さ
と
萩
へ

の
期
待
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

私
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
取
材
の
傍

ら
、
街
づ
く
り
に
つ
い
て
も
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
的
に
取
材
を
続
け
て
き
た
。
全

国
各
地
を
回
り
、
景
観
や
町
並
み
保
全

の
取
り
組
み
の
現
場
を
見
る
。
そ
の
中

で
も
、「
萩
」
は
別
格
で
あ
る
と
断
言

で
き
る
。
ひ
い
き
目
に
見
て
い
る
訳
で

な
い
。

　

な
ん
と
い
っ
て
も
萩
の
大
い
な
る
特

徴
は
堀
内
地
区
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
広

い
面
積
で
町
じ
ゅ
う
に
「
歴
史
」
を
残

し
て
い
る
こ
と
だ
。
お
そ
ら
く
多
く
の

方
が
一
度
は
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
と
思

う
が
、
日
本
の
町
並
み
の
保
全
は
、
狭

い
。
通
り
一
本
だ
け
で
あ
っ
た
り
、
10

分
も
回
れ
ば
見
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

と
局
部
的
な
保
全
が
目
立
つ
。
欧
州
で

は
、
町
ひ
と
つ
が
中
世
か
ら
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
て
き
た
よ
う
な
全
体
的
な
保

護
を
進
め
て
い
る
の
に
比
べ
る
と
、
日

本
の
取
り
組
み
は
ま
だ
ま
だ
と
言
わ
ざ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
科
学
文
化
部  

記
者

山や
ま
さ
き崎

淑よ
し
ゆ
き行

さ
ん

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
44（
１
９
６
９
）年
1
月　

萩
市

堀
内
生
ま
れ
、
４
歳
で
大
阪
に
。
関

西
学
院
大
学
卒
業
後
、
フ
リ
ー
タ
ー

や
神
戸
大
学
大
学
院
を
経
て
、
平
成

９（
１
９
９
７
）年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
入
社
。

福
井
放
送
局
、
科
学
文
化
部
で
、
原

発
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
街
づ
く
り
な
ど

を
担
当
す
る
。

（
萩
市
出
身
、
東
京
都
在
住
、
42
歳
）

Ｎ H Ｋ出版新書
740円＋税（2011年６月発行）

る
を
得
な
い
。
そ
の
点
、
江
戸
時
代
の

地
図
の
通
り
が
今
で
も
使
え
る
と
い
わ

れ
る
萩
は
、
今
後
の
模
範
と
な
れ
る
の

で
あ
る
。

　

小
学
校
に
上
が
る
前
に
、
家
族
で
大

阪
に
越
し
た
私
の
夏
休
み
の
「
帰
省
」

は
萩
だ
っ
た
。
土
塀
と
夏
み
か
ん
、
涼

や
か
な
水
路
に
落
ち
着
い
た
和
風
の
民

家
。
萩
の
景
色
は
私
の
心
の
原
風
景
を

彩
る
大
切
な
財
産
だ
。
経
済
効
率
と
拡

大
を
求
め
る
時
代
は
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
る
。

日
本
人
に
は
「
日
本
の
街
」
が
必
要
だ
。

そ
ん
な
心
に
息
づ
く
「
街
並
み
」
を
ぜ

ひ
育
て
て
ほ
し
い
。
萩
は
ほ
か
の
多
く

の
街
々
が
経
済
発
展
の
名
の
下
に
捨
て

去
っ
た
素
敵
な
景
観
素
材
を
も
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
。

ＮHＫ「ニュース７」（４月22日）

本書のサブテーマは「正しく
恐れる」。ＮＨＫニュース等
で不眠不休の解説を続けた３
人が、原発事故と放射線の影
響についてわかりやすく解説
した待望の「原発」基本書。



2011年11月（第102号）7

ス
！
」
岩
手
、
熊
本
、
高
知
、
山
形
な

ど
、
食
材
が
豊
か
で
有
名
な
地
方
と
同

等
の
レ
ベ
ル
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
度
の
金
太
郎
の
よ
う

に
、
全
国
的
に
日
の
目
を
浴
び
て
い
な

い
個
性
豊
か
な
優
良
食
材
が
あ
り
、
そ

の
よ
う
な
食
材
を
私
が
異
な
っ
た
カ
テ

ゴ
リ
ー
で
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
発
信
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
注
目
を
浴
び
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
流
通
シ
ス
テ
ム
の
歪
み

に
よ
り
苦
し
い
思
い
を
し
て
い
る
生
産

者
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
、
地
方
か
ら

日
本
の
食
文
化
を
守
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

３
・
11
以
降
、
国
内
屈
指
の
漁
場
で

あ
る
三
陸
沖
は
放
射
能
に
よ
っ
て
汚
染

が
広
が
り
、
世
界
一
を
誇
る
日
本
の
魚

食
文
化
が
崩
壊
し
か
け
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
放
射
能
汚
染
の
影
響
が
な
い

地
方
か
ら
魚
食
文
化
を
守
っ
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
私
は
萩
を
一
つ
の
拠
点
と

し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
「
食
の
都
庄
内
」
は
、
私
が
帰
郷
し

た
15
年
前
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
ほ

ど
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、「
庄
内
の
幸

福
論
」
も
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

確
実
に
実
現
へ
と
進
ん
で
い
る
と
感
じ

る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
も
ち
ろ
ん
こ
の
庄
内
を
ベ
ー
ス
に
し

て
、
更
に
日
本
全
国
に
隠
れ
て
い
る
素

晴
ら
し
い
食
材
を
探
し
歩
き
、
そ
の
素

　

昨
年
、
伊
勢
丹
新
宿
店
で
開
催
さ
れ

た
【
チ
ア
ア
ッ
プ
！
ニ
ッ
ポ
ン
の
“
食
〟

展
】
で
私
は
庄
内
の
食
材
を
使
っ
た

コ
ー
ス
料
理
を
提
供
し
ま
し
た
。
そ
の

記
者
会
見
で
私
の
隣
に
居
ら
れ
た
魚
の

か
ぶ
り
物
を
か
ぶ
っ
た
方
に
「
萩
に
来

て
く
だ
さ
い
！
」
と
言
わ
れ
、
初
め
は

冗
談
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

申
し
出
は
か
な
り
本
気
な
も
の
で
し
た
。

　

そ
の
方
は
、
フ
ー
ド
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・

ニ
ッ
ポ
ン
・
ア
ワ
ー
ド
２
０
０
９
の
受

賞
商
品
「
オ
イ
ル
・
ル
ー
ジ
ュ
」
を
手

に
し
、
も
っ
た
い
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
代
表
し
て
会
場
に
来
ら
れ
て
い
た
萩

市
の
方
で
、
そ
の
熱
烈
な
ラ
ブ
コ
ー
ル

に
押
さ
れ
、
ま
た
当
時
は
今
ほ
ど
忙
し

く
も
な
く
、
萩
に
行
き
た
い
と
も
思
っ

て
い
ま
し
た
し
、
私
が
元
々
掲
げ
て
い

た
“
日
本
の
食
文
化
を
守
る
〟
と
い
う

理
念
と
も
合
致
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

お
話
を
お
受
け
し
ま
し
た
。

　

萩
を
訪
れ
て
、
萩
の
食
材
の
素
晴
ら

し
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
特
に
海

の
モ
ノ
は
国
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
す
。

築
地
で
も
「
萩
産
」
と
な
る
と
高
値
で

取
引
さ
れ
て
い
ま
す
。
簡
単
に
表
現
す

る
と
「
フ
ル
セ
ッ
ト
、
フ
ル
バ
ラ
ン

萩を拠点に、日本の魚食文化を守っていきたい！

イタリア料理店
『アル・ケッチァーノ』
オーナーシェフ

さん奥田政行
（山形県在住、41 歳）

　1969 年、山形県鶴岡市生まれ。地元食材にこだわるイ
タリア料理店『アル・ケッチァーノ』（2000 年オープン）
オーナーシェフ。庄内の食材を全国に広める「食の都庄内」
親善大使。イタリアのスローフード協会国際本部主催「テッ
ラ・マードレ 2006」で、世界の料理人 1,000 人に選出
される。2007 年にドルチェの店『イル・ケッチァーノ』、
2009 年には銀座に『ヤマガタ サンダンデロ』をオープン。

☆「オイル・ルージュ・イタリアン」を２名様にプレゼント

　既存の流通システムに歪みを感じ、地元の食材にこだわ
り、地方の食文化の向上こそが、日本の食文化を守る方法
の一つだと唱える、「食の都庄内」親善大使であり、世界
の料理人1,000人に選ばれ、この度「萩の地魚、もった
いないプロジェクト」に参加し、オイル・ルージュ・イタ
リアン（イタリア風、金太郎のオイル漬け）を監修された
奥田政行さんにお話を聞きました。

晴
ら
し
さ
に
見
合
っ
た
価
格
で
取
引
さ

れ
る
よ
う
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
が
で
き
、
そ

れ
に
よ
り
生
産
者
が
少
し
で
も
豊
か
に

な
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
海
外
に
お
け
る
世
界
的
な
イ

ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
参
加
さ
せ
て
も

ら
い
、
日
本
の
素
晴
ら
し
い
食
材
を
紹

介
し
た
り
、
は
た
ま
た
、
被
災
地
の
炊

き
出
し
に
行
っ
た
り
と
、
大
き
な
流
れ

の
中
で
小
さ
い
こ
と
も
や
り
、
対
極
と

極
論
の
中
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の

中
で
、
関
わ
り
合
う
人
々
と
幸
せ
の
形

を
見
つ
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

食
文
化
を
通
じ
、
そ
れ
を
発
信
す
る

と
い
う
「
使
命
」
と
「
志
」
を
強
く
持

ち
、
地
方
の
食
文
化
を
向
上
さ
せ
、
日

本
の
食
文
化
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

「
萩
の
地
魚
、も
っ
た
い
な
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
す
る
こ
と
に

な
っ
た
経
緯
は
？

オ
イ
ル
・
ル
ー
ジ
ュ
・
イ
タ
リ
ア
ン

を
監
修
さ
れ
、
今
後
の
萩
と
の
関
わ

り
方
は
？

地
方
の
食
文
化
向
上
を
考
え
る
上
で
、

ご
自
身
の
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
？

プロフィール

来年５月にオープンする「東京スカイツリー」内の奥田シェフ
プロデュースのレストランで萩の鮮魚を取り扱います

▷
オ
イ
ル
・
ル
ー
ジ
ュ
・
イ
タ
リ
ア
ン
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　　　　　　　　昭和 32（1957）年２月萩市
土原生まれ。萩高校昭和 50 年卒（27 期生）。
関西学院大学卒業後、昭和 55（1980）年サン
トリー株式会社（現サントリーホールディング
ス株式会社）入社。現在、自宅のある新浦安に
妻子を残し、萩に単身赴任中。趣味はワイン（ワ
インアドバイザー）・水泳。休日は近隣の温泉
まわりで過ごしています。

□山口県立萩美術館・浦上記念館
住所：萩市平安古586-1　☎0838・24・2400
☆当館オリジナル浮世絵絵ハガキ３枚セットを
５名様にプレゼント

　

開
館
か
ら
15
年
が
経
っ
た
山
口
県
立

萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
。
今
年
４
月

か
ら
サ
ン
ト
リ
ー
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
サ
ー

ビ
ス
株
式
会
社
が
指
定
管
理
者
と
な
り
、

美
術
館
と
し
て
新
し
い
ア
ク
シ
ョ
ン
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
支
配
人
と
し
て
サ
ン
ト
リ
ー

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
よ
り
出
向
さ
れ
て

き
た
萩
市
出
身
の
春
日
原
豊
さ
ん
に
お

話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

弊
社
は
、
企
業
の
Ｐ
Ｒ
施
設
や
文
化

施
設
、
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
制
度

に
よ
る
運
営
を
行
う
会
社
で
す
。
そ
の

歴
史
は
親
会
社
サ
ン
ト
リ
ー
（
現
サ
ン

ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）
に
よ
る

企
業
広
報
活
動
と
し
て
東
京
府
中
市
に

開
設
し
た
武
蔵
野
ビ
ー
ル
工
場
に
お
い

て
広
報
業
務
を
手
掛
け
た
の
が
始
ま
り

で
す
。
そ
の
後
、
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
、

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
な
ど
サ
ン
ト
リ
ー

の
文
化
事
業
の
展
開
に
と
も
な
い
、
サ

ン
ト
リ
ー
の
文
化
活
動
施
設
の
運
営
を

手
掛
け
る
他
、
サ
ン
ト
リ
ー
主
催
の
各

種
文
化
事
業
の
企
画
運
営
な
ど
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
て
近
年
で
は
、
島
根
県
立
美
術
館
の

運
営
委
託
を
皮
切
り
に
、
各
種
公
共
施

設
の
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
指
定
管

理
者
受
託
も
積
極
的
に
手
掛
け
て
お
り

ま
す
。

　

２
０
０
６
年
よ
り
山
口
県
岩
国
市
に

あ
る
山
口
県
民
文
化
ホ
ー
ル
い
わ
く
に

（
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
い
わ
く
に
）
の
指
定

管
理
者
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
を
御
縁

に
山
口
県
文
化
振
興
課
と
お
付
き
合
い

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
２
０
１
１
年
よ
り

指
定
管
理
者
制
度
が
実
施
さ
れ
る
山
口

県
立
美
術
館
と
山
口
県
立
萩
美
術
館
・

浦
上
記
念
館
に
も
応
募
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
し
て
無
事
指
定
管
理

者
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
当

時
は
ま
だ
親
会
社
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
で
務
め
て
い
た
萩
出
身
の

私
に
内
示
が
下
り
、
支
配
人
と
し
て
出

向
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
大
阪
で
ウ
イ
ス
キ
ー
、
ワ

イ
ン
の
関
係
を
10
年
、
東
京
で
医
薬
品

事
業
、
食
品
、
健
康
飲
料
な
ど
に
20
年

携
わ
っ
て
き
た
私
に
と
っ
て
は
美
術
館

の
支
配
人
な
ど
全
く
の
畑
違
い
。
少
し

の
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
萩
に

住
む
父
が
亡
く
な
り
、
残
さ
れ
た
母
と

一
緒
に
暮
ら
す
弟
家
族
の
近
く
で
働
け

る
ま
た
と
な
い
機
会
で
あ
り
、
生
ま
れ

育
っ
た
こ
の
萩
の
活
性
化
に
少
し
で
も

助
力
し
た
い
と
思
い
、
異
動
を
承
諾
い

た
し
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
者
と
な
り
運
営
を
始
め
て

半
年
、
私
も
含
め
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
県

よ
り
色
々
な
こ
と
を
引
き
継
ぎ
、
管
理

の
仕
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

適
切
な
コ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
施
す

業
務
に
励
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
並
行
し

て
、
美
術
館
の
本
分
で
あ
る
文
化
振
興

を
今
ま
で
の
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

に
な
い
形
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
民

間
に
委
託
す
る
こ
と
が
経
理
面
だ
け
の

メ
リ
ッ
ト
で
あ
れ
ば
ビ
ル
管
理
業
者
と

な
ん
ら
替
わ
り
な
く
、
指
定
管
理
者
と

し
て
如
何
に
多
く
の
人
に
萩
美
術
館
・

浦
上
記
念
館
を
知
っ
て
も
ら
い
、
文
化

を
感
じ
て
も
ら
い
、
更
に
は
地
域
の
文

化
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
こ
と
に
従
事
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

有
り
難
い
こ
と
に
、こ
の
萩
美
術
館
・

浦
上
記
念
館
に
は
、
浮
世
絵
５
２
０
０

点
、
東
洋
磁
器
５
０
０
点
、
陶
芸
品

７
５
０
点
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
質
量

共
に
世
界
レ
ベ
ル
。
山
口
県
で
は
錦
帯

橋
と
並
び
『
ミ
シ
ュ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
ガ

イ
ド
』
二
つ
星
に
選
ば
れ
て
お
り
、「
寄

り
道
す
る
価
値
あ
る
場
所
」
と
し
て
紹

介
さ
れ
、
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
と
て

も
高
い
施
設
で
あ
り
、
郷
土
の
誇
り
で

も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
十
分
に
発
揮

す
る
た
め
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

は
、
高
く
感
じ
る
美
術
館
の
敷
居
を
低

「
萩
ま
ち
な
か
ア
ー
ト
」
を
開
催
。
11

月
１
日
か
ら
６
日
ま
で
の
教
育
文
化
週

間
に
は
館
の
無
料
開
放
と
連
動
し
『
写

真
展　

寄
り
道
し
て
で
も
行
き
た
い
私

の
二
ツ
星
』
を
、
12
月
に
は
ジ
ャ
ズ
コ

ン
サ
ー
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け

に
美
術
館
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
萩
美

術
館
・
浦
上
記
念
館
の
素
晴
ら
し
さ
を

感
じ
、
気
軽
に
文
化
を
感
じ
ら
れ
る
こ

と
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た

く
思
い
ま
す
。
そ
う
し
て
市
民
の
方
は

も
ち
ろ
ん
市
外
、
県
外
か
ら
多
く
の
方

が
訪
れ
る
美
術
館
と
な
れ
ば
、
町
お
こ

し
の
一
助
と
な
る
の
で
は
と
考
え
、
指

定
管
理
者
と
し
て
一
生
懸
命
に
取
り
組

む
こ
と
が
館
の
た
め
、
そ
し
て
生
ま
れ

育
っ
た
こ
の
萩
市
の
た
め
に
な
る
の
で

は
と
い
う
思
い
で
今
後
も
励
ん
で
い
き

ま
す
。
同
窓
生
、
亡
き
父
親
と
親
交
の

あ
っ
た
方
な
ど
多
く
方
々
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
感
謝
、
感
謝
の
毎
日
で
す
。

山口県立萩美術館・浦上記念館
支配人 春日原  豊 さん

（54 歳）

く
し
身
近
な
存
在
に
感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
で
す
。
本
筋

の
展
示
企
画
は
学
芸
員
に
任
せ
、
そ
れ

を
周
り
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
気
軽
に

足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
イ
ベ
ン

ト
を
催
し
て
お
り
ま
す
。
10
月
に
は

近
隣
の
城
下
町
で
行
わ
れ
た
「
竹
灯
路

物
語
」
に
あ
わ
せ
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
を
。
向
か
い
の
萩
中
央
公
園
で
行
わ

れ
た
青
年
会
議
所
主
催
の
文
化
イ
ベ
ン

ト
「
カ
ル
チ
ャ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
と

同
時
開
催
で
美
術
館
の
文
化
イ
ベ
ン
ト

プロフィール
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昨
年
Ｉ
タ
ー
ン
で
萩
に
移
り
住
み
、

今
年
２
月
に
制
定
さ
れ
た
萩
市
起
業
化

支
援
助
成
制
度
を
利
用
し
、
４
月
23
日

萩
市
菊
ヶ
浜
に
、
カ
レ
ー
専
門
店
「
カ

レ
ー
大
好
き 

オ
ニ
オ
ン
座
」
を
オ
ー

プ
ン
さ
れ
た
佐
々
木
匡
士
さ
ん
（
44

歳
）・
夏
子
さ
ん
（
31
歳
）
夫
婦
に
お

話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
横
浜
で
生
ま
れ
、
平
塚
で

育
ち
、
山
口
大
学
へ
進
学
を
機
に
、
こ

の
山
口
県
に
移
り
住
み
ま
し
た
。
大
学

生
に
な
っ
て
か
ら
は
、
音
楽
に
ど
っ
ぷ

り
ハ
マ
り
、
バ
ン
ド
活
動
、
ソ
ロ
活
動

に
明
け
暮
れ
て
い
ま
し
た
。
卒
業
後
も

山
口
市
内
の
Ｃ
Ｄ
シ
ョ
ッ
プ
で
働
き
な

が
ら
全
国
各
地
で
行
わ
れ
る
ラ
イ
ブ
に

出
演
す
る
た
め
車
を
走
ら
せ
る
日
々
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。
決
し
て
音
楽
で
食

べ
て
い
こ
う
と
考
え
て
は
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
凝
り
性
と
い
う
か
、
何
か
に

ハ
マ
る
と
追
求
し
た
く
な
る
性
格
な
の

で
す
。
そ
れ
は
大
好
き
な
カ
レ
ー
も
同

じ
で
、
美
味
し
い
カ
レ
ー
を
作
り
た
い

一
心
で
研
究
を
重
ね
て
い
ま
し
た
。

　

20
代
の
頃
に
「
い
つ
か
は
カ
レ
ー
屋

を
出
店
し
た
い
」
と
漠
然
と
夢
見
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
時
は
音
楽
活

動
に
重
点
を
置
い
て
い
た
の
で
、
イ
ベ

ン
ト
や
ラ
イ
ブ
会
場
に
出
向
き
臨
時
で

販
売
す
る
だ
け
で
、
本
業
と
す
る
に
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

店
を
持
ち
、
本
格
的
に
カ
レ
ー
屋
を

始
め
よ
う
と
決
め
た
の
は
、
結
婚
が
決

ま
っ
て
か
ら
で
す
。
妻
と
の
出
会
い
は

３
年
前
、
ラ
イ
ブ
出
演
の
た
め
上
京
し

た
時
で
す
。
彼
女
は
私
の
共
演
者
目
当

て
で
会
場
を
訪
れ
て
お
り
、
音
楽
仲
間

を
介
し
交
流
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
付
き
合
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、

山
口
と
千
葉
で
遠
距
離
恋
愛
。

　

そ
し
て
昨
年
６
月
に
結
婚
。
交
際
中
、

妻
は
幾
度
か
山
口
に
訪
れ
て
く
れ
、
山

口
の
空
気
に
な
じ
み
、
居
心
地
が
良
い

と
、
仕
事
を
辞
め
、
快
く
山
口
ま
で
嫁

い
で
き
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
妻

も
お
店
を
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
願
望

を
持
っ
て
お
り
、
生
活
の
た
め
、
お
店

を
構
え
て
本
格
的
に
カ
レ
ー
屋
を
や
ろ

う
と
夫
婦
で
決
め
ま
し
た
。

　

店
舗
を
持
と
う
と
決
め
て
か
ら
、
物

件
を
求
め
県
内
を
は
じ
め
近
県
ま
で
探

し
歩
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
自
然
、

文
化
、
歴
史
に
惹
か
れ
、
こ
の
萩
に
出

店
す
る
こ
と
を
考
え
、
菊
ヶ
浜
の
物
件

を
契
約
し
た
の
が
昨
年
11
月
。
時
を
同

じ
く
し
て
、
萩
市
が
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
促

進
住
宅
の
募
集
を
し
て
お
り
、
同
12
月

に
移
り
住
み
ま
し
た
。
出
店
の
準
備
を

進
め
る
う
ち
に
、
様
々
な
人
々
と
の
出

会
い
や
つ
な
が
り
を
得
て
、
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
ま
し
た
。
萩
市
起
業
化
支
援

助
成
制
度
（
50
万
円
を
上
限
に
事
業
費

の
二
分
の
一
を
助
成
）
の
話
も
そ
の
一

つ
で
し
た
。

　
「
海
沿
い
で
寒
い
か
ら
、暖
か
く
な
っ

て
か
ら
準
備
し
た
ら
」
と
の
助
言
か
ら
、

ゆ
っ
く
り
準
備
を
進
め
て
い
た
ら
、
起

業
化
助
成
制
度
が
制
定
さ
れ
た
と
聞
き
、

早
速
、
申
請
し
ま
し
た
。
本
当
タ
イ
ミ

ン
グ
が
良
い
と
い
う
か
、
運
が
良
い
と

い
う
か
、
資
本
が
少
な
か
っ
た
の
で
と

て
も
有
難
い
話
で
し
た
。
そ
う
し
て

４
月
23
日
、
晴
れ
て
「
カ
レ
ー
大
好
き 

オ
ニ
オ
ン
座
」
を
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
し
て
半
年
が
経
ち
ま
す
。

お
店
を
営
む
の
は
初
め
て
で
覚
悟
は
し

て
い
ま
し
た
が
、
不
慣
れ
で
、
不
手
際

ば
か
り
。
毎
日
が
夫
婦
で
反
省
会
で
す
。

□カレー大好き オニオン座
住所：萩市大字今魚店 106-2
☎ 0838・21・7321
定休日：毎週月・火曜日（※祝祭日は営業）
営業時間：11 時〜 17 時
※カレーは限定数あり、売切れ次第終了、
喫茶はラストまで。

少
し
ず
つ
改
善
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
お
客
様
に
ご
迷
惑
を
か
け
て

い
る
部
分
も
あ
り
、
本
当
に
申
し
訳
な

く
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
逆
に
優

し
い
言
葉
を
い
た
だ
い
た
り
と
、
萩
の

人
の
優
し
さ
、
温
か
み
を
感
じ
て
い
ま

す
。
物
件
探
し
の
時
、萩
の
方
か
ら「
こ

こ
は
歴
史
の
あ
る
町
で
、
そ
こ
が
大
き

な
魅
力
だ
け
ど
、
そ
の
分
、
他
の
土
地

か
ら
来
た
人
が
一
か
ら
新
し
い
事
業
を

起
こ
す
の
は
難
し
い
よ
」
と
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
実
際
、
萩
に
来
て
出
会
っ

た
方
々
は
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
私
た
ち

に
び
っ
く
り
す
る
く
ら
い
良
く
し
て
下

さ
い
ま
す
。
そ
の
御
恩
に
感
謝
し
、
心

を
込
め
て
一
皿
一
皿
を
作
り
続
け
、
小

さ
な
改
善
点
を
日
々
見
出
し
実
行
し
、

お
客
様
に
小
さ
な
楽
し
み
を
提
供
す
る

お
店
と
な
る
よ
う
夫
婦
手
を
取
り
合
っ

て
励
み
た
く
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自

分
た
ち
が
心
を
こ
め
て
サ
ー
ビ
ス
で
き

る
範
囲
、
目
・
手
・
心
の
届
く
範
囲
で

大
切
に
店
を
育
て
て
い
き
た
い
で
す
。

菊ヶ浜海岸前にあり、店内から美しい日本海が
一望できる最高のロケーション

甘みの強い国産玉ねぎを使用、11 種の
スパイス・長州どり・トマトを煮込んだ
特製チキンカレー、800 円

凝
り
性

結
婚
を
機
に

萩
へ
移
住

反
省
、
そ
し
て
感
謝
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「クラス会をいつ、どこで開催します」という情報をお寄
せください。萩の資料送ります。投稿記事も歓迎します。
hagi-network@city.hagi.lg.jp

ください！

情報

　発足して今年で 20 回、事務局の努力により今年は昨
年の倍以上の 50 人が出席。野村萩市長も萩市内で昼の
公務を済ませ、お祝いに駆けつけました。「萩小郡道路」
が５月に絵堂まで開通し、中国自動車道までの時間距離
が短縮され、福岡まで約２時間。
　副会長の須郷昌徳さん（元西日本短大付属高校校長、
昭和 34 年卒）は産経新聞の人国記で 31 回にわたり紹
介されました（４〜５月）。

９月10日

西鉄グランドホテル（福岡市）
九州指月会第20回

　28 人出席。藤本正支部長から、広島市、廿日市市、
府中市在住の約 230 人に案内状を発送し、100 人余り
から返信があったと報告がありました。池田誠次本部会
長からは、山陰本線の江崎駅から仙崎駅まで、駅周辺の
懐かしい現在の風景がプロジェクターで紹介されました。
三重県鈴鹿市に単身赴任されている富士重機ＦＡサービ
ス社長の中村一法さんも飛び入り参加。

９月10日

ホテルセンチュリー21（広島市）
つばき会広島支部第３回

　28 人が出席。新役員の選出が行われ、新支部長に上
村豊さん（昭和 43 年商業科卒）が就任。池田本部会長
が「平成 26 年、旧商業高校に明倫小が移転する。これ
から一部校舎の改築が行われるが、今はまだ商業高の面
影があるので、機会があれば訪れてみてください」、品
川商工校長は「山口国体にラグビー部が出場したが惜敗。
12 月に花園で行われる全国大会は、10 年連続出場を目
指して予選大会に臨みます」とあいさつがありました。

10月22日
小倉飯店（北九州市）つばき会九州支部

▷
上
村
豊
支
部
長

第３回

◁
私
は
誰
で
し
ょ
う
ゲ
ー
ム

　61 人が出席。毎年、10 月 18 日の開校日にあわせて
行われる山口指月会。第 62 回目となる今年の開催につ
いて、東章会長（９期）より、「国体の影響もあり、開
催日をずらすという話もあったが、例年どおりこの日に
行うことができた」と記念日の開催を喜びました。

10月18日
翠山荘（山口市）山口指月会第62回

10月22日

日本工業倶楽部（千代田区）
東京指月会第44回

　約 220 人出席。今年の引受期は 33 期（56 年卒）、代
表の藏田和巳さんほか来年引受の 34 期の皆さんが受付、

△副会長が木村ミチヨさん（左、
萩高女32期）から内田青虹さん

（右、萩高5期）に交替

◁
引
受
期
の
33
期
の
皆
さ
ん

進行、特産品販売などを担当。
10 月８日に出場したＮＨＫ
全国学校音楽コンクールの映
像、伊勢谷友介さんのビデオ
メッセージなどが会場に流さ
れ盛り上がりました。来年は、
萩高校、萩商工、萩光塩の３
校合同同窓会となります。
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東京指月会の有志と記念撮影

　60 年代ビートルズが出現し、多くのグループサウン
ズが日本でも流行していた頃、我々は（旧）明経中学校で
学業に、部活に励んでいました。それから早 44 年。20
期卒業生は当時 176 名程在籍。今回は、58 名の同期生
が萩観光ホテルに集まりました。過去５回ほど行われた
同期会、今回は還暦ということもあり幹事会が総力を出
し県内 38 名、県外 20 名と過去一番多く仲間を集める
ことができました。
　様々な企画を立て準備を進めてきましたが、卒業以来
の初顔合せも多く、積もる話に花が咲き企画吹っ飛ばし
の盛り上がり。あっという間の３時間でした。次回は
2014 年を計画しています。今回、同期会の連絡が届か
なかった方、下記アドレスにご連絡ください。

kumo@aol.jp　事務局　和田稔（萩市椿東在住）

　

10
月
８
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
（
東
京

都
）
で
開
催
さ
れ
た
「
第
78
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ

全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
、
萩
高

校
合
唱
部
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
全
日
本
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
と
並
ぶ
２
大
コ
ン
ク
ー
ル

の
一
つ
で
、
全
国
か
ら
11
校
の
み
が
出

場
。
萩
高
は
、
９
月
11
日
に
行
わ
れ
た

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
金
賞
を
受
賞
し
、

５
年
ぶ
り
２
回
目
の
出
場
と
な
り
、
昨

年
の
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
に

続
き
２
年
連
続
で
２
大
コ
ン
ク
ー
ル
へ

の
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

萩
高
合
唱
部
は
49
人
で
、
顧
問
は
有

冨
美
子
先
生
。
課
題
曲
「
僕
が
守
る
」

　去る９月９日、高大亭にて「萩明経中学校十三期会」
の同窓会を行いました。中学校を卒業して 51 年目にあ
たります。遠くは東京からの参加者もあり半世紀ぶりに
親交を温めたクラスメイトもいました。

下瀬信雄（萩市瓦町在住）

9月9日

高大（萩市）明経中学校13期会
会員投稿

9月18日

高大（萩市）明経中学校20期還暦同期会
会員投稿

萩
高
校
合
唱
部
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
！

　３年前、卒業後 50 年と古希を迎える節目もあってク
ラス会を開催し、級友の顔を久し振りに見て懐かしさと、
時の流れを感じさせられた一時を楽しみました。今回は
２回目ですが体調不良や、亡くなった方もいて前回より
７名少ない 16 名の参加でしたが、和気あいあいと話も
はずみ楽しいクラス会となり感動を新たにしました。
　最後に、今は歌わなくなった旧校歌（♪橘香る阿古の
浦……）を歌い、再開を楽しみに散会しました。

世話人　森田敏照 ( 千葉市在住 )

10月15日

萩グランドホテル天空（萩市）
萩商工機械科昭和33年卒クラス会
会員投稿

と
自
由
曲
「
生
き
る
」
の
２
曲
を
合
唱

し
ま
し
た
。
自
由
曲
の
「
生
き
る
」
は
、

３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
が

き
っ
か
け
と
な
り
生
徒
た
ち
が
選
び
ま

し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
事
前
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
、
副
部
長
の
椋
木
さ
く
ら
さ
ん
（
田

万
川
）
は
「
自
分
が
生
き
て
い
る
か
ら

一
生
懸
命
歌
え
る
し
、
聞
く
人
に
（
歌

を
）
届
け
ら
れ
る
と
思
う
の
で
、
思
い

を
込
め
て
歌
え
れ
ば
と
思
う
」
と
意
気

込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

大
会
の
模
様
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｅ
テ
レ
で
生

放
送
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
東
京
指
月

会
か
ら
も
応
援
に
駆
け
つ
け
、
萩
高
は

優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

学 校 だ よ り
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熊
谷
喜
八
シ
ェ
フ「
萩
の
食
財
」賞
味
会

萩
の
食
材
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
集

出
版
記
念

熊谷シェフ（左）と中村達也アイビー
株式会社代表取締役社長（当時）

キハチのさかな酒の肴  萩の魚
■ 1,575 円（税込）
■Ｂ５判／ 112 ページ
■発行　ポプラ社

　

日
本
で
初
め
て
本
格
的
な
時
刻
表

を
発
刊
し
、「
時
刻
表
の
父
」
と
呼

ば
れ
る
手
塚
猛
昌
（
１
８
５
３
〜

１
９
３
２
）
の
顕
彰
碑
が
出
身
地
で

あ
る
須
佐
の
Ｊ
Ｒ
須
佐
駅
前
に
完
成

し
、
10
月
５
日
、
除
幕
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

手
塚
猛
昌
は
、明
治
19
年（
１
８
８

６
）、
33
歳
で
東
京
の
慶
応
義
塾

に
入
学
、
明
治
23
年
（
１
８
９
０
）、

庚こ
う
い
ん寅

新
誌
社
を
創
立
。
明
治
27
年

（
１
８
９
４
）
に
慶
応
義
塾
の
恩
師

福
沢
諭
吉
の
勧
め
に
よ
り
、
イ
ギ
リ

ス
の
時
刻
表
を
手
本
と
し
た
、
日
本

で
初
め
て
の
本
格
的
な
月
刊
時
刻

表
「
汽
車
汽
船
旅
行
案
内
」
を
発
刊

し
ま
し
た
。
こ
の
時
刻
表
の
発
刊
に

よ
り
交
通
運
輸
の
利
用
は
格
段
に
拡

充
し
ま
し
た
。
ま
た
、
明
治
39
年

（
１
９
０
６
）、
東
洋
印
刷
株
式
会
社

を
創
立
し
た
ほ
か
、
都
電
の
前
身
で

あ
る
東
京
市
街
鉄
道
や
帝
国
劇
場
の

創
設
な
ど
に
も
尽
力
す
る
な
ど
、
企

業
家
と
し
て
も
活
躍
し
近
代
日
本
発

ＪＲ須佐駅前の顕彰碑
左から、野村萩市長、縁者の多根義剛さん、
曾孫の末岡はるみさん、西村武正実行委員長

手塚猛昌
（1853-1932）

日本で初めての
本格的な月刊時刻表

展
の
一
翼
を
担
い
ま
し
た
。

　

手
塚
猛
昌
に
つ
い
て
は
、
半
年
前

ま
で
須
佐
で
は
あ
ま
り
知
る
人
が
い

な
い
状
態
で
し
た
。
彼
の
功
績
を
次

代
に
伝
え
る
た
め
、
今
年
４
月
に
地

元
住
民
が
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

東
京
須
佐
弥
富
会
（
会
長 

近
藤
安

弘
）
と
約
１
２
０
万
円
の
寄
付
金
を

集
め
顕
彰
碑
と
説
明
文
が
建
て
ら
れ

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
西
村
武た

け
ま
さ正

実
行
委
員

長
が
「
今
日
は
猛
昌
が
初
め
て
時
刻

表
を
出
版
し
た
時
刻
表
の
日
。
手
塚

猛
昌
の
生
き
方
に
、
私
た
ち
は
多
く

の
こ
と
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

碑
の
建
立
を
契
機
に
地
域
の
人
々
に

も
手
塚
猛
昌
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら

い
、
多
く
の
人
に
広
め
て
い
く
よ
う

努
め
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
手
塚
猛

昌
の
曾
孫
の
末
岡
は
る
み
さ
ん
（
土

原
）
は
「
顕
彰
碑
建
立
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
猛
昌
の
墓
が
あ
る
東
京
の

青
山
墓
地
へ
行
き
、
報
告
し
た
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン「
Ｋ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
」

な
ど
を
展
開
す
る
ア
イ
ビ
ー
株
式
会

社
最
高
顧
問
の
カ
リ
ス
マ
シ
ェ
フ
、

熊
谷
喜
八
氏
に
よ
る
萩
の
旬
の
食
材

を
使
っ
た
レ
シ
ピ
集
「
キ
ハ
チ
の
さ

か
な
酒
の
さ
か
な　

萩
の
魚
」
が
７

月
６
日
に
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
用
途

に
合
わ
せ
た
85
品
の
レ
シ
ピ
や
訪
問

先
の
生
産
者
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

萩
市
に
は
年
間
約
２
５
０
種
の
魚
介

が
揚
が
り
、
そ
の
豊
富
さ
、
新
鮮
さ

を
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
レ
シ
ピ
集
の
出
版
は
ア
イ

ビ
ー
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

（
当
時
）
の
中
村
達
也
氏
が
、
萩
高

昭
和
54
年
卒
の
萩
市
出
身
で
あ
る
こ

と
か
ら
実
現
し
ま
し
た
。
出
版
を
記

念
し
て
８
月
28
日
、
北
門
屋
敷
（
堀

内
）
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
の
賞
味
会

が
開
催
さ
れ
、
熊
谷
シ
ェ
フ
の
料
理

を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

熊
谷
シ
ェ
フ
は
「
青
森
県
、
高
知

県
、
山
口
県
で
本
を
作
り
ま
し
た
が
、

み
ん
な
中
央
か
ら
遠
い
と
こ
ろ
に
あ

り
、
非
常
に
輸
送
コ
ス
ト
が
か
か
っ

て
大
変
で
す
。
そ
う
い
う
大
変
な
県

の
お
手
伝
い
を
し
た
い
と
思
っ
て
こ

の
本
を
作
り
ま
し
た
。
こ
の
本
を
作

る
に
あ
た
っ
て
１
年
ぐ
ら
い
か
か
っ

た
ん
で
す
が
、
改
め
て
萩
の
水
産
物

の
良
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

大
き
な
マ
グ
ロ
か
ら
イ
カ
や
小
さ

な
キ
ン
タ
ロ
ウ
ま
で
含
め
て
、
多
彩

な
魚
が
み
ん
な
う
ま
い
。
料
理
人
に

と
っ
て
素
材
に
勝
る
調
理
法
は
な
い

と
言
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
意
味
で

素
晴
ら
し
い
素
材
が
あ
る
な
と
思
い

ま
す
」
と
萩
の
食
材
を
絶
賛
さ
れ
ま

し
た
。
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萩
市
松
本
出
身
の
作
曲
家
、
山
本

和
智
さ
ん
（
萩
商
業
高
校
平
成
６
年

卒
）
が
、
９
月
６
日
に
ロ
シ
ア
・
モ

ス
ク
ワ
で
開
催
さ
れ
た
コ
ン
ク
ー
ル

「
第
６
回
ユ
ン
ゲ
ル
ソ
ン
国
際
作
曲

賞
」
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部
門
で
、
見

事
２
位
を
受
賞
し
ま
し
た
。
受
賞
作

は
「M

em
o/R

andum

」。

　

９
月
に
帰
省
し
た
山
本
さ
ん
に
お

話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
「
ユ
ル
ゲ
ン
ソ
ン
国
際
作
曲
賞
」

は
、
特
に
中
堅
層
の
作
曲
家
に
注
目

山
本
和
智
さ
ん

松本実さん出演
　

萩
市
吉
田
町
出
身
の
俳
優
、
松
本

実
さ
ん
（
萩
高
校
平
成
４
年
卒
）
が

出
演
す
る
ワ
ー
ナ
ー
マ
イ
カ
ル
系
映

画
、「
ワ
イ
ル
ド
セ
ブ
ン
」
が
12
月

21
日
（
水
）、
遂
に
全
国
公
開
さ
れ

ま
す
。

　

監
督
は「
海
猿
」シ
リ
ー
ズ
を
手
が

け
る
羽
住
英
一
郎
、
出
演
は
ほ
か
に

瑛
太
、
椎
名
桔
平
、
中
井
貴
一
な
ど
。

　

映
画
の
中
で
松
本
さ
ん
は
、
Ｂ
・

Ｂ
・
Ｑ
役
を
熱
演
。
し
か
し
、
役
柄

と
は
裏
腹
に
、
お
弁
当
を
食
べ
る
際

に
は
常
に
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

用
意
し
て
い
る
松
本
さ
ん
に
、
他
の

出
演
者
か
ら
は
、「
ワ
イ
ル
ド
じ
ゃ

さ
れ
て
い
る
国
際
作
曲
賞
で
、
今
年

は
49
か
国
か
ら
１
９
８
作
品
が
集

ま
っ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、
世
界
的
に
人
気
が
高
く
、
そ
れ

故
に
狭
き
門
と
い
っ
た
作
曲
賞
で

す
。

　

２
位
受
賞
に
つ
い
て
、
本
来
な
ら

ば
喜
び
の
コ
メ
ン
ト
を
す
る
と
こ
ろ

で
し
ょ
う
が
、
審
査
方
法
（
リ
ハ
ー

サ
ル
の
演
奏
、
そ
れ
も
作
曲
家
の
立

ち
会
い
も
か
な
わ
ぬ
演
奏
を
審
査
対

象
と
さ
れ
る
こ
と
）
に
疑
問
を
持
っ

た
た
め
素
直
に
は
喜
べ
ず
、
現
地
で

は
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
時
ま
で
抗
議
し
て

い
ま
し
た
（
苦
笑
）。
た
だ
各
奏
者

や
取
材
記
者
達
に
拙
作
を
大
変
気
に

入
っ
て
も
ら
え
た
の
が
唯
一
の
救
い

で
し
た
。

　

和
光
大
学
に
４
月
か
ら
非
常
勤
講

師
と
し
て
就
任
し
ま
し
た
が
、
情
け

な
い
話
、
ま
だ
教
わ
る
側
だ
と
思
っ

て
い
た
の
で
な
か
な
か
決
心
が
着
き

か
ね
て
い
ま
し
た
。
大
学
時
代
の
恩

師
の
後
押
し
も
あ
り
何
と
か
そ
の
気

に
な
り
、
現
在
、
戦
後
日
本
史
と
音

楽
史
を
絡
め
た
講
義
を
行
っ
て
い
ま

す
。
人
々
の
不
寛
容
に
よ
り
「
表
現

の
自
由
」
が
ま
す
ま
す
狭
め
ら
れ
る

昨
今
、
自
由
の
意
味
や
創
造
性
、
ま

た
想
像
力
の
問
題
を
軸
と
し
て
若
い

人
達
と
共
に
考
察
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
１
月
に
は
、
全
個
人
作
品
の

コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

「TO
K

Y
O

 E
X

P
E

R
IM

E
N

TA
L 

FE
S

TIV
A

L:

山
本
和
智
個
展
」

　

３
年
の
付
き
合
い
と
な
る
パ
リ
在

住
の
箏そ

う

・
三
味
線
奏
者
、
日ひ

は
ら原

史ふ
み
え絵

の
た
め
に
書
い
た
邦
楽
作
品
を
新
作

も
含
め
一
挙
に
演
奏
し
ま
す
。

■
と
き　

平
成
24
年
１
月
18
日（
水
）

午
後
７
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　

ト
ー
キ
ョ
ー
ワ
ン
ダ
ー

サ
イ
ト
渋
谷
（
東
京
都
渋
谷
区
神
南

１
︲
19
︲
８
）

増
田
敏
朗
さ
ん　
（
東
京
都
千
代
田
区
）

嶋
屋
正
一
さ
ん　
（
神
奈
川
県
厚
木
市
）

吉
永
榮
一
さ
ん　
　
　
　
　
（
宇
部
市
）

今
田
淳
子
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

松
本
矩
典
さ
ん　
　
（
千
葉
県
松
戸
市
）

井
上
祥
子
さ
ん　
　
（
島
根
県
出
雲
市
）

柴
田
良
次
さ
ん　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

岩
本
和
雄
さ
ん　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

近
藤
誠
さ
ん　
　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

栗
田
卓
郎
さ
ん　
　
（
福
岡
県
福
岡
市
）

衛
藤
美
保
子
さ
ん　
（
福
岡
県
福
岡
市
）

小
林
智
恵
さ
ん　
　
（
福
岡
県
福
岡
市
）

柳
井
理
恵
さ
ん　
　
（
福
岡
県
福
岡
市
）

則
松
淑
子
さ
ん　
　
（
福
岡
県
福
岡
市
）

松
本
麗
さ
ん　
　
　
（
福
岡
県
福
岡
市
）

武
富
敏
夫
さ
ん　
　
（
福
岡
県
福
岡
市
）

浜
村
吉
昭
さ
ん　
（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
）

刀
禰
剛
さ
ん　
　
　
（
東
京
都
葛
飾
区
）

池
永
英
明
さ
ん　
　
　
　
　
（
下
関
市
）

尾
﨑
孝
治
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

原
俊
明
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
福
山
市
）

柳
瀬
正
廣
さ
ん　
（
大
阪
府
四
條
畷
市
）

杉
村
惠
美
子
さ
ん　
　
　
　
（
美
祢
市
）

吉
野
龍
彦
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

能
津
喜
代
さ
ん　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

末
田
嘉
男
さ
ん　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

浅
原
司
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

高
杉
和
典
さ
ん　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

惠
美
奈
大
作
さ
ん　
　
　
　
（
山
口
市
）

中
原
重
政
さ
ん　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

大
川
賢
美
さ
ん　
　
（
岡
山
県
倉
敷
市
）

藤
木
逸
章
さ
ん　
　
（
福
岡
県
行
橋
市
）

前
田
康
久
さ
ん　
　
（
福
岡
県
遠
賀
群
）

竹
内
勝
則
さ
ん　
　
（
福
岡
県
行
橋
市
）

岡
本
詔
洋
さ
ん  

（
福
岡
県
北
九
州
市
）

末
岡
稔
弘
さ
ん　
（
福
岡
県
北
九
州
市
）

林
吉
秀
さ
ん　
　
（
福
岡
県
北
九
州
市
）

神
田
明
さ
ん　
　
　
（
神
奈
川
県
中
郡
）

佐
々
木
敏
夫
さ
ん
（
千
葉
県
市
原
市
）

来
島
良
明
さ
ん　
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

三
上
博
さ
ん　
　
（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）

吉
本
光
志
さ
ん　
　
（
千
葉
県
匝
瑳
市
）

松
葉
玲
子
さ
ん　
　
（
東
京
都
中
野
区
）

石
井
清
さ
ん　
　
　
（
東
京
都
目
黒
区
）

浅
野
理
恵
さ
ん　
　
（
千
葉
県
君
津
市
）

元
波
優
美
さ
ん　
　
（
東
京
都
文
京
区
）

　
　
（
８
月
25
日
〜
10
月
24
日　

46
人
）

　ゆったりとした空間でお茶を
楽しむカフェ「アフターヌーン
ティー」、熊谷喜八シェフによる
無国籍料理が味わえる「ＫＩＨＡ
ＣＨＩ」、本物を知る大人の男性
のためのカフェ「リジーグ」、デ
ンマーク王室御用達シェフによる
スカンジナビアスタイルのスイー
ツブランド「デザートサーカス」
を事業展開。

■アイビー株式会社

な
い
な
ー
」
と
突
っ
込
ま
れ
る
場
面

も
あ
っ
た
と
の
こ
と
。

　

邦
画
史
上
最
高
の
ス
ー
パ
ー
ア
ク

シ
ョ
ン
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
。

　

丸
の
内
ル
ー
ブ
ル
、
梅
田
ブ
ル
ク

７
ほ
か
全
国
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
。
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■
第
５
回
韓
国
萩
陶
芸
交
流
展

　

岡
田
泰
、
小
川
浩
延
、
金
子
司
、
兼

田
知
明
、
佐
久
間
正
和
、
渋
谷
英
一
、

田
口
潤
、
玉
村
信
一
、
中
島
大
輔
、
野

坂
和
佐
、
松
浦
洞
心
ほ
か
15
人
の
作
品

が
展
示
さ
れ
ま
す
。

12
月
９
日（
金
）〜
18
日（
日
）

韓
国
ソ
ウ
ル
市

イ
ド
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
つ
ば
き
会
関
東
支
部
総
会

　

関
東
地
区
の
萩
商
工
同
窓
会
。

11
月
12
日（
土
）
午
後
３
時
〜
６
時

東
京
都
中
央
区
銀
座
１
︲
26
︲
１

ホ
テ
ル
銀
座
ラ
フ
ィ
ナ
ー
ト
月
光
の
間

（
０
３
・
３
３
７
３
・
４
０
２
０
）
野
村

■
東
京
須
佐
弥
富
会

　

関
東
地
区
の
須
佐
地
域
同
郷
会

11
月
12
日（
土
）
正
午
〜
午
後
３
時

東
京
都
港
区
高
輪
４
︲
10
︲
56　

日
立

金
属　

高
輪
和わ
き
ょ
う
か
ん

彊
館

　
　
　
（
０
３
・
３
４
４
３
・
１
７
１
７
）

■
第
43
回
日
展

　

日
本
美
術
展
覧
会
に
吉
賀
將
夫
さ
ん

が
理
事
と
し
て
出
品
。

10
月
28
日（
金
）〜
12
月
４
日（
日
）

東
京
都
港
区
六
本
木
７
︲
22
︲
２

国
立
新
美
術
館

（
０
３
・
５
７
７
７
・
８
６
０
０
）

■IFFT 

イ
ン
テ
リ
ア
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
・
リ
ビ
ン
グ

　

Ｔ
Ａ
Ｋ
E 

C
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ 

Ｈ
Ａ
Ｇ

Ｉ
の
萩
の
竹
を
用
い
た
家
具
が
出
展
さ

れ
ま
す
。

11
月
２
日（
水
）〜
４
日（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

東
京
都
江
東
区
有
明
３
︲
11
︲
１

東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
東
２
ホ
ー
ル

　
　
　
（
０
３
・
５
５
３
０
・
１
１
１
１
）

■
岡
田
裕 
作
陶
展

11
月
９
日（
水
）〜
15
日（
火
）

群
馬
県
前
橋
市
千
代
田
町
２
︲
13
︲
３

ス
ズ
ラ
ン
前
橋
店

　
　
　
（
０
２
７
・
２
３
３
・
１
１
１
１
）

■
中
小
企
業
総
合
展 JIS

M
E

E
2011

　

萩
ガ
ラ
ス
が
出
展
さ
れ
ま
す
。

11
月
９
日（
水
）〜
11
日（
金
）

千
葉
市
美
浜
区
中
瀬
２
︲
１

幕
張
メ
ッ
セ
展
示
ホ
ー
ル
１
〜
３

（
０
３
・
３
５
２
４
・
４
６
６
８
）

■
地
域
産
品 S

O
C

O
 C

O
C

O
 

展

　

萩
ガ
ラ
ス
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

11
月
９
日（
水
）〜
15
日（
火
）

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
１
︲
１
︲
３

小
田
急
百
貨
店
新
宿
店 

８
階
和
食
器

売
場
（
０
３
・
５
４
１
３
・
２
２
５
０
）

■
岡
田
裕 

作
陶
展

○
12
月
13
日（
火
）〜
19
日（
月
）

埼
玉
県
所
沢
市
日
吉
町
12
︲
１

西
武
所
沢
店

（
０
４
・
２
９
２
７
・
０
１
１
１
）

○
１
月
25
日（
水
）〜
30
日（
月
）

千
葉
県
船
橋
市
本
町
１
︲
２
︲
１

西
武
船
橋
店

（
０
４
７
・
４
２
５
・
０
１
１
１
）

■
岡
田
泰 

個
展

12
月
17
日（
土
）〜
22
日（
木
）

東
京
都
中
央
区
銀
座
７
︲
８
︲
６

銀
座 

黒
田
陶
苑

（
０
３
・
３
５
７
１
・
３
２
２
３
）

■
「
三
輪
和
彦　

淵
淵
の
白
」
展

12
月
28
日（
水
）〜
１
月
10
日（
火
）

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
１
︲
４
︲
１

日
本
橋
三
越
本
店

（
０
３
・
３
２
４
１
・
３
３
１
１
）

■
お
い
で
ま
せ
山
口
館
イ
ベ
ン
ト

○
年
末
大
売
り
出
し

12
月
下
旬

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
２
︲
３
︲
４

日
本
橋
プ
ラ
ザ
ビ
ル
１
階

　
　
　
（
０
３
・
３
２
３
１
・
１
８
６
３
）

■
12
代
三
輪
休
雪
て
ふ
て
ふ
展

○
名
古
屋
展

11
月
９
日（
水
）〜
15
日（
火
）

名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
１
︲
１
︲
４　

Ｊ
R
名
古
屋
髙
島
屋

　
　

  

（
０
５
２
・
５
６
６
・
１
１
０
１
）

　
■
萩
商
工
商
業
科
38
年
卒
同
期
会

11
月
10
日（
木
）
午
後
４
時
〜

京
都
市
南
区
東
九
条
西
山
王
町
31

ホ
テ
ル
京
阪
京
都

（
０
７
５
・
９
８
３
・
５
０
８
４
）
横
山

■
濱
中
史
朗
展

　

11
月
６
日（
日
）は
濱
中
さ
ん
在
店
。

11
月
４
日（
金
）〜
９
日（
水
）
午
前
11

時
〜
午
後
７
時

兵
庫
県
芦
屋
市
公
光
町
10
︲
10

B
.B

lock

２
階bonton

（
０
７
９
７
・
３
４
・
１
６
７
８
）

■
行
動
展
（
京
都
展
）

　

行
動
美
術
協
会
の
公
募
展
に
、
画
家

・
藤
崎
恒
頼
の
「
漁
夫
の
唄
」
が
出
展

さ
れ
ま
す
。

11
月
８
日（
火
）〜
13
日（
日
）

京
都
市
左
京
区
岡
崎
円
勝
寺
１
２
４

京
都
市
美
術
館
（
岡
崎
公
園
内
）

（
０
７
５
・
７
７
１
・
４
１
０
７
）

■
萩
焼　

吉
賀
將
夫
作
陶
展

11
月
９
日（
水
）〜
15
日（
火
）

大
阪
市
北
区
梅
田
３
︲
１
︲
３

Ｊ
Ｒ
大
阪
三
越
伊
勢
丹 

６
階
美
術
画

廊

（
０
６
・
６
４
５
７
・
１
１
１
１
）

■
金
子
司 

個
展

11
月
３
日（
木
・
祝
）〜
９
日（
水
）

広
島
県
広
島
市
中
区
胡
町
６
︲
26

福
屋
八
丁
堀
本
店 

７
階
美
術
画
廊　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
０
１

　
　
　
（
０
８
２
・
２
４
６
・
６
１
１
１
）

■
萩
焼
新
鋭
作
家
５
人
展

　

岡
田
泰
、
兼
田
知
明
、
吉
野
桃
李
、

厚
東
孝
明
、
松
野
創
平
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
す
。

１
月
19
日（
木
）〜
25
日（
水
）

松
江
市
朝
日
町
６
６
１

関
東
地
区

一
畑
百
貨
店 

５
階
サ
ロ
ン

（
０
８
５
２
・
５
５
・
２
５
０
０
）

■
つ
ば
き
会
下
関
支
部
・
巴
城
会
総
会

　

下
関
地
区
の
萩
商
工
、
萩
高
の
合
同

同
窓
会
。

11
月
19
日（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜

下
関
市
彦
島
西
山
町
南
風
泊　

漁
港
活

魚
セ
ン
タ
ー

■
萩
焼
と
い
け
ば
な
“
和
”
の
フ
ュ
ー

ジ
ョ
ン
展

　

萩
陶
芸
家
協
会
加
盟
作
家（
約
80
人
）

か
ら
１
０
２
点
の
花
器
が
出
品
さ
れ
ま

す
。

11
月
１
日（
火
）〜
３
日（
木
・
祝
）

韓
　
国

中
国
地
区

山
口
県
関
係

関
西
地
区

東
海
地
区

　

陶
芸
家　

岡
田
裕
、
岡
田
泰
、
玉

村
登
陽
、
波
多
野
善
蔵
、
松
尾
藻
風
、

の
作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。

◆
金
沢
展　

10
月
28
日（
金
）〜
11
月

６
日（
日
）
石
川
県
立
美
術
館

◆
仙
台
展　

11
月
９
日（
水
）〜
14
日

（
月
）
三
越
仙
台
店

◆
岡
山
展　

11
月
17
日（
木
）〜
12
月

４
日（
日
）
岡
山
県
立
美
術
館

◆
松
江
展　

12
月
７
日（
水
）〜
25
日

（
日
）
島
根
県
立
美
術
館

◆
高
松
展　

１
月
２
日（
月
）〜
22
日

（
日
）
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

◆
広
島
展　

１
月
25
日（
水
）〜
２
月

12
日（
日
）
広
島
県
立
美
術
館

日
本
伝
統
工
芸
展

第
58
回

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト
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を
超
え
る
幕
末
・
明
治
期
の
古
写
真
の

中
か
ら
１
４
２
点
の
古
写
真
資
料
、
４

点
の
参
考
資
料
を
収
録
。

編
集
・
発
行　

萩
博
物
館

（
問
）
萩
博
物
館

（
０
８
３
８
・
２
５
・
６
４
４
７
）

■
「
山
口
ゆ
か
り
の
お
店
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」

　

首
都
圏
に
あ
る
「
山
口
ゆ
か
り
の
お

店
」
57
店
舗
を
紹
介
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
、
山
口
県
東
京
事
務
所
が
発
行
。

　

萩
関
係
で
は
、
日
本
料
理
「
花
・

味み
ち
ょ
う兆

」
や
萩
人
に
お
な
じ
み
の
う
ど
ん

の
「
ど
ん
ど
ん
」
な
ど
を
掲
載
。
萩
で

朝
あ
が
っ
た
新
鮮
な
魚
を
空
輸
し
、
そ

の
日
の
う
ち
に
東
京
で
食
べ
ら
れ
る
お

店
も
紹
介
（
56
ペ
ー
ジ
）。

　

山
口
県
東
京
事
務
所（
霞
が
関 

尚
友

会
館
）、
お
い
で
ま
せ
山
口
館（
日
本
橋

プ
ラ
ザ
ビ
ル
）で
配
布
し
ま
す
。

（
問
）
山
口
県
東
京
事
務
所

（
０
３
・
３
５
０
２
・
３
３
５
５
）

■
創
刊
１
０
０
０
号
記
念
「
旅 

11
月

号
」

　

料
理
家
の
渡
辺
有
子
さ
ん
が
「
萩
の

12
月
１
日（
木
）〜
７
日（
水
）

大
分
市
府
内
町
２
︲
１
︲
４

ト
キ
ワ
本
店 

７
階
美
術
サ
ロ
ン

（
０
９
７
・
５
３
８
・
１
１
１
１
）

■
萩
焼
ぎ
ゃ
ら
り
ぃ
彩
陶
庵
の
企
画
展

○
濱
野
由
美
作
品
展

　

濱
野
さ
ん
の
“
あ
っ
た
か
ウ
ー
ル
〟

で
冬
支
度
…
。

11
月
23
日（
水
・
祝
）〜
12
月
４
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

萩
市
呉
服
町
１
︲
３　

彩
陶
庵
ロ
フ
ト

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
１
０
）

■
俥
宿
天
十
平
の
企
画
展

○
山
本
教
行
う
つ
わ
展

11
月
12
日（
土
）〜
20
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

○
オ
ー
ル
ド
キ
リ
ム
展

12
月
３
日（
土
）〜
11
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

萩
市
南
古
萩
町
33
︲
５　

俥
宿
天
十
平

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
６
・
６
４
７
４
）

■
伊
勢
谷
友
介
＆
龜か

め
い
し石
太た

か
ま
さ

夏
匡
ト
ー

ク
シ
ョ
ー「
萩
」か
ら
日
本
を
変
え
る
！

　

俳
優
で
㈱
リ
バ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

代
表
の
伊
勢
谷
友
介
氏
と
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
界
で
活
躍
す
る
副
代
表
の
龜
石

太
夏
匡
氏
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
。

12
月
11
日（
日
）
午
後
４
時
〜
５
時

萩
市
民
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料
１
０
０
０
円
（
全
席
自
由
）

（
問
）
萩
市
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
推
進

課
（
０
８
３
８
・
２
２
・
６
４
５
０
）

■
藤
崎
恒
頼　

新
作
展

１
月
12
日（
木
）〜
17
日（
火
）
午
前
10

時
〜
午
後
５
時

萩
市
江
向
４
４
０
︲
１

萩
郵
便
局
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム

■
さ
ん
３
ふ
る
さ
と
祭
り

　

山
口
県
豊
魚
祭
も
同
時
開
催
。
銭
太

鼓
や
フ
ラ
メ
ン
コ
、
吹
奏
楽
の
発
表
、

農
林
産
物
や
活
魚
、
う
に
め
し
、
さ
ざ

え
ご
は
ん
の
販
売
な
ど

11
月
23
日（
水
・
祝
）
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
３
時

道
の
駅
「
阿
武
町
」
隣
接
広
場

（
問
）
阿
武
町
教
育
委
員
会

（
０
８
３
８
８
・
２
・
０
５
０
１
）

■
図
録
「
幕
末
明
治
の
人
物
と
風
景
ー

萩
博
物
館
所
蔵
古
写
真
集
成
（
１
）」

　

萩
博
物
館
が
収
蔵
す
る
１
０
０
０
点

“
金
太
郎
〟
を
訪
ね
て
」
萩
を
訪
れ
ま

し
た
（
８
ペ
ー
ジ
）。

価
格　

１
３
０
０
円

出
版
社　

新
潮
社

■
「
Ｌ
Ｅ
Ｅ 

12
月
号
」（
11
月
７
日
発

売
）

　
「
渡
辺
有
子
さ
ん
の
お
い
し
い
萩
の

旅
」
ゆ
っ
く
り
お
食
事
、
の
ん
び
り
お

み
や
げ
探
し
（
６
ペ
ー
ジ
）。

価
格　

６
５
０
円

出
版
社　

集
英
社

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
「
ひ
る
ブ
ラ
」

　

全
国
各
地
の
“
旬
〟
な
場
所
を
ブ
ラ

り
。
四
季
折
々
、
地
域
の
魅
力
を
生
中

継
で
届
け
る
番
組
。
志
士
の
歩
い
た
萩

城
城
下
町
と
長
州
の
港
町
と
し
て
浜
崎

が
２
日
に
わ
た
り
紹
介
さ
れ
ま
す
。

放
送
日　

11
月
28
日
（
月
）、29
日
（
火
）

午
後
０
時
20
分
〜
43
分
（
予
定
）

①
「
オ
イ
ル
・
ル
ー
ジ
ュ
（
金
太
郎
の

オ
イ
ル
漬
け
）イ
タ
リ
ア
ン
」を
２
名
様
。

②
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
の
浮

世
絵
ハ
ガ
キ
３
枚
セ
ッ
ト
を
５
名
様
。

③
図
録
「
幕
末
明
治
の
人
物
と
風
景
ー

萩
博
物
館
所
蔵
古
写
真
集
成（
１
）」
を

２
名
様

■
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
品
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
近
況
等
を
明
記
の
う
え
、
萩

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま

で
。
11
月
末
日
締
切
り
（
消
印
有
効
）。

萩
市
関
係

阿
武
町
関
係

下
関
市
竹
崎
町
４
︲
４
︲
10

（
問
）
萩
市
商
工
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
６
３
８
）

■
萩
焼 
岡
田
泰
・
松
野
創
平
・
兼
田

知
明 

３
人
展

１
月
４
日（
水
）〜
10
日（
火
）

山
口
市
中
市
町
３
︲
３

井
筒
屋 

５
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
０
８
３
・
９
０
２
・
１
１
１
１
）

■
行
動
展
（
九
州
展
）

　

画
家
・
藤
崎
恒
頼
の
「
漁
夫
の
唄
」

が
出
展
さ
れ
ま
す
。

12
月
６
日（
火
）〜
11
日（
日
）

福
岡
市
中
央
区
大
濠
公
園
１
︲
６

福
岡
市
美
術
館

（
０
９
２
・
７
１
４
・
６
０
５
１
）

■
萩
焼
新
鋭
作
家
３
人
展

　

岡
田
泰
、
吉
野
桃
李
、
兼
田
知
明
の

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

出
版
情
報

プ
レ
ゼ
ン
ト

テ
レ
ビ
情
報

口
座
振
替
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中
!!

　

萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
で
は
、
更

新
手
続
き
の
い
ら
な
い
口
座
振
替
を

推
進
し
て
お
り
、「
み
ず
ほ
フ
ァ
ク

タ
ー
㈱
」
と
の
委
託
に
よ
り
、
都
市

銀
行
、
地
方
銀
行
な
ど
、
全
国
ほ
と

ん
ど
の
金
融
機
関
で
口
座
振
替
が
で

き
ま
す
。

　

今
年
も
９
月
か
ら
口
座
振
替
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中
で
、
新
た
に
口

座
振
替
さ
れ
た
方
に
萩
の
特
産
品
を

進
呈
し
て
い
ま
す
。
手
間
な
く
、
更

新
忘
れ
も
な
い
口
座
振
替
に
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
申
込
書
は
前

回
９
月
号
に
同
封
し
て
い
ま
す
。

■
23
年
度
特
産
品
の
人
気
ラ
ン
キ

ン
グ
①
井
上
商
店
「
し
そ
わ
か
め
」、

②
萩
も
の
が
た
り
「
松
陰
先
生
の
こ

と
ば
」、
③
岩
川
旗
店
「
手
拭
い
」

■
申
込
先

萩
市
広
報
課
内
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協

会
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
７
８
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
６
・
５
４
５
８
）
へ

九
州
地
区

ポケットサイズ
のA６版、無料

B5判／99ページ
価格　800円
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一般社団法人 萩ものがたり事務局
（0838・25・3233）

申し
込み

山田稔（山口県文書館専門研究員）
600 円

　近年、江戸時代の絵図を手にし
た古い町並みや歴史の道の散策が
人気を呼ぶなか、萩藩絵図方が作
製した美麗な街道絵図「行

こ う て い き

程記」
と「御

おくにまわりおんこうていき

国廻御行程記」をもとに、
萩市域の歴史の道を豊富な図版で
紹介します。

ー萩往還・石州街道・赤間関街道ー

3132

中澤さかな（道の駅萩しーまーと駅長）
500 円

　海の幸・山の幸に恵まれた萩地
域では、ちしゃなます・のっぺい・
いとこ煮・蕪雑煮・金銀豆腐など
の料理が有名ですが、それ以外に
も、庶民が古くから受け継ぎ守り
続けてきた郷土料理・家庭料理が
たくさんあります。

12月1日（木）〜
平成24年４月10日（火）12月10日（土）〜平成24年２月12日（日）

◁ダットサン14型ロードスター

◁水瓶
（1961年）

　イタリア・ファエンツァが育
んだ色彩の魔術師トラモンティ
（1915〜1992）は、彫刻、陶芸、
絵画の領域でも活躍した天与の表
現者でした。東京国立近代美術館
に次ぎ、日本で二番目となる開催。
■観覧料：一般1,000円、70歳以
　上、学生800円
■休館日：月曜日、11月28日㈪〜
　12月９日㈮、12月26日㈪〜
　１月１日㈰

△猫と文字
（1979年）

（日産自動車株式会社蔵）
日産自動車株式会社となっ
て、昭和10年（1935）最初
に製造された乗用車。

萩市観光協会　☎0838・25・1750

ンべイ トカレンダ−

11月12日（土）〜13日（日）
◇萩ふるさとまつり
11月13日（日）
◇萩時代まつり
11月19日（土）〜25日（金）
◇萩クロマグロトーナメント
12月３日（土）〜４日（日）
◇シクラメンフェア
12月10日（土）〜１月６日（金）
◇萩イルミネフェスタ
12月11日（日）
◇萩城下町マラソン
12月27日（火）〜31日（日）
◇萩・年末お魚市

１月10日（火）〜２月29日（水）
◇萩•まちじゅう「味」めぐり
　萩温泉郷 湯めぐりキャンペーン

JR 萩駅前

中央公園

中央公園
市内各所

見島沖

道の駅「ハピネスふくえ」

市内各所

道の駅「萩しーまーと」

市内各所 グランプリ賞「再会〜また来たよ、萩」梶山豊（萩市）

　写楽、歌麿、北斎、広重ー世紀の浮世絵師が織りな
す江戸の世界へ

☎０８３８・２４・２４００ ☎０８３８・２５・６４４７
山口県立萩美術館・浦上記念館だより 萩博物館だより

11月20日（日）まで
11月27日（日）まで ー藩都萩に眠る古写真からー

　関西財界のリーダー藤田伝三郎をはじめ、久
く は ら

原房
ふさの す け

之助、
田村市郎、鮎

あゆかわ

川義
よしすけ

介ら萩ゆかりの事業家たち。明治維新以
降、日本の産業を切り拓き、現在の日本を代表する企業の
基礎を築いた彼らの夢と情熱をかけた挑戦の軌跡を追う。
■観覧料：大人500円、高校・大学生300円、小・中学生
　100円　■年中無休


